
「私たち中小企業家が長崎県を牽引していく！」
〜 経営を極めていく企業家集団   会勢 730 名を達成しよう 〜
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　長崎純心大学と長崎同友会は６月２日、包括連携協
定書の調印式を同大学会議室にて執り行いました。長
崎同友会は長崎ウエスレヤン大学と諫早支部の包括連
携はあるものの、県としての連携事例は初めてとなり
ます。長崎純心大学側から片岡学長をはじめ７名、長
崎同友会からは松尾代表理事をはじめ同じく７名が出
席しマスコミの取材もいただきながら式は無事滞りな
く閉式しました。中村長崎県知事より「若者の県内定
着に着実な成果を、『ひと』と『しごと』の好循環の実現
を」という激励のメッセージもいただき、片岡学長は

「長崎純心大学の就職希望者は１００％の就職率であ
り、７５％が県内就職という実績は県内で一番高い。
この結果はこれまでの長崎純心大学の取り組みを評価
いただいた結果であり嬉しく思う。今回の連携がさら

に実を結ぶことを願う」と挨拶されました。松尾代表
理事も「形だけの連携ではなく今後互いに成果を出し、
地域を活性化するために具体的な活動を」と述べまし
た。
　具体的には個別インターンシップの受け入れ、キャ
リア講座での講師派遣など学生と企業の接点を増や
し、互いにさらなる「選ばれる企業」「選ばれる学生」
を目指す取り組みが行われる予定です。
　今回の連携協定は今後大きな可能性を見出すと同時
に、大きなうねりとなり、長崎のさらなる活性化につ
ながることを出席者全員で強く確認した調印式となり
ました。

（文責　事務局　峰　圭太）

日時：６月２日（金）　会場：長崎純心大学

長崎純心大学との包括連携協定書調印式 開催報告
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　対象者の皆様はボイスパーカッションによる入場
で、テーマ曲は暴れん坊将軍でした。時々、音程が外
れていたのはご愛嬌で、手作り間がたっぷりの入場と
なりました。
　今年は浦上６名、出島６名が対象者で、浦上からは
古稀で辻村さん、賀川さんのおふたり、還暦で三宅さ
ん、厄入で、小川久郎さん橋本さんが出席されました。
対象者の皆様のこれまでの人生を振り返る DVD 放映
の後、長崎浦上支部吉澤支部長より祝詞があり、記念
品贈呈後、慶祝者を代表して３名の方より挨拶があり
ました。
　その後、祝宴が始まり、長崎を中心に活動されてい
る永田桃子さんのギター演奏を聞きながら料理・お酒
を楽しみ、お腹がある程度膨れたところで、今度はセ
クシーな衣装のベリーダンス。なかなか盛り上がって

いたように感じました。最後に、ダイバーシティ委員
会の皆さんによる仮装で「セーラー服を脱がさないで」
の踊りがありました。この日一番の盛り上がりを見せ、
会場全体で一体感をすごく感じる例会となりました。
　最後に、慶祝対象者の皆様おめでとうございました。
皆さんに喜んでいただき、私もいろいろと準備が大変
でしたが、大変うれしく思いました。

（文責　長崎浦上支部　西本　俊昭）

長
崎
新
聞  

6
月
9
日 

長崎浦上・長崎出島支部 合同慶祝例会報告
日 時 6 月 20 日（火）18：30
会 場 サンプリエール
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　慶祝例会冒頭の例年恒例の慶祝者紹介ビデオの制作
は、上原さんが製作されます。今回、その上原さんが
慶祝対象者となるために、依頼できない事態となりま
した。ということでその慶祝者紹介ビデオの製作を私
が引き受けることになりました。本業の一つである健
康食品販売の為にビデオの編集などをやっていた経験
があるので楽勝だと気軽に応じてしまいました。しか
し、この安請け合いした内容がとんでもない事だと痛
感しました。
　まず、上原さんの会社に今回は私が製作する旨の報
告と前年の製作過程をお伺いに行きました。外回りで
忙しい時間をぬって約半日も付き合っていただきレク
チャーしていただきました。１枚１枚の写真の加工（明
るさやトリミング）や並べる順番などは、動画の編集
とは桁違いの作業でした。
　慶祝対象者へ、ご挨拶の電話から始まり、可能な限
り訪問して直にお話をお伺いしさせていただき、大切
な写真をお借りしたりしているうちにお一人お一人の
ドラマを感じさせていただきました。ただ、先方と自
分の時間を調整することが非常に難しく、今回の慶祝
対象者の皆様にはいろんな意味でご協力をいただき大
変感謝しております。
　慶祝例会当日になり、金田さんと最終のナレーショ
ンの打ち合わせをしましたが、字幕の流れるスピード
の配慮がたらずに、大変苦労をかけてしまいました。
言い訳になるかもしれませんが、あと一ヶ月早く準備
をしていれば、皆さんにもっとゆっくりと準備ができ
たと反省です。実は、上原さんの昨年の資料を見ると
私より一ヶ月早く準備していました。ここに経験の差
が出ました。
　さて、例会本番の内容に戻ります、慶祝者入場の
マーチ…ボイスパーカッション素敵でした。永田桃子

さんの歌声、一所懸命に歌ってくれました。ベリーダ
ンス、一番前の席で見ました。やはり圧巻だったのは
セーラー服の熟女ダンス。このダンスは毎年みたいも
のです。
　過去に卒寿を受けられた島田さんがおられます。今
回、喜寿を迎えられた皆様、是非卒寿、いや白寿をめ
ざしていただきたいと思います。
　今回、慶祝者紹介ビデオの苦労話を書いたのは、私
の事を聞いて欲しいのでなく、毎回上原さんがコッソ
リと作っていた当たり前の動画を自分で製作して改め
て上原さんに感謝の気持ちです。また、今回の動画を
家族にも見せたいと喜んでくださった対象者の皆様感
謝です。浦上、出島両支部交流は年に数回しかありま
せんが、気持ちのいい時間でした。

（文責　長崎出島支部　大﨑　悠史）

営を行っていく。経営力は社員の力をどれだけ引き出
せるかにかかっている。ブレーキを分解して、構造を
説明し、理解してもらうなど、物事の本質と道理を伝
えたいという思いは強い。結果につながらないのは、

　１日２０ｔのきのこを製造し、農業の６次産業化を
進め、海外にもその販路を広げている。古くからある
食材を「健康」にフォーカスし、農業にイノベーショ
ンを起こしている。楠田社長は、従来の農家のあり方
に疑問を感じ、営農者も経営を重視し組織化など意識
改革が必要と考えている。
　報告は、社内には販売力や開発力などいろいろな力
がある。経営者は社内の力を見極め活かすことで、経

大村・諫早・島原3支部合同例会報告
日 時 6 月 21日（水）18：30 〜 21：15
会 場 諫早観光ホテル  道具屋

テ ー マ 会社における社員力
〜社員の力を発揮するために〜

報 告 者 （株）雲仙きのこ本舗　代表取締役
　楠田　喜熊　氏
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水さんの楠田社長の紹介にあったように、人に対する
気配りがすごい、分け隔てしない方、この人間性が表
れたエピソードです。労働人口が減っていく中、私た
ちは日本人以外とビジネスや共に働く機会は増えてい
きます。この楠田社長の考え方がこれからの時代のヒ
ントになります。楠田社長は「社員さんとして任され
る人は常に報告する習慣があって、自分の裁量以上の
ものは上司や担当者へ判断を仰ぐ人」とされています。

　奥様に感謝の意を述べることから始められた楠田社
長のお話、私にとって貴重な学びの場となりました。
私が印象に残っているのは大きく３点です。

・１点目「報連相の大切さ」
　ある日ブレーキパッドがすり減るトラブル発生。楠
田社長はそのトラブルの当事者を責めることはなく、
周りにいる社員こそトラブルを起こしそうなところを
見越して防ぐ処置が必要と指摘。冒頭、座長である落

になるとその重要性を語られた。
　経営の中には常に人がいる。社員をどう育てていく
か、どう商売をしていくか、この先どう展開し発展し
ていくのかを計画し実行していかなければならない。
仕事を任せる事のできる人を育てていく事と、常に相
手に対してこちらの真意が伝わったのか、確認が大切
との言葉に、私は自分の曖昧さを振り返り、反省の良
い機会となりました。
　各発表者からは、楠田社長の分析力が経営力の向上
につながっていると、人間力を評する声が多く、基本
を継続していく事、自社の強みを社員と共有する事、
任せられる人を育てる事の大切さや、信頼関係の構築
が決断力の礎になっているなどの感想が聞かれました。
　経営者としての視点に改めて気付くきっかけをいた
だき、今後の自分の取り組みに少しずつでも確実に活
かしたいと思う例会となりました。ありがとうござい
ました。

（文責　大村支部　能塚　由久）

経営者がその力を上手く使
えていないからだとの指摘
は耳が痛かった。
　また、経営者は常に決断
を迫られるものであり、社
員からの報告があってこ

そ、その決定をする事ができる。連絡は内容が重複し
てでもすべきであり、相談してくれる社員は信頼する
ことができる。社員からの報告連絡相談は、信頼の礎

　当たり前かもしれませんが自分が手本となり、社員
力をあげて発展し地域社会に貢献出来る会社を目指し
ます。 

（文責　諫早支部　山﨑　三郎）

　まず、冒頭に「会社は地域社会に必要とされていれ
ば継続可能である！」「会社における力はいくつある
か？」（経営力・資金力・開発力・復元力・販売力・
社員力・分析力・グローバル展開力）と問われ、自身
を振り返った時に考え込んでしまい、会社を維持・継
続していく為には、このような力が重要課題だと再確
認致しました。
　島原半島の経済を牽引されるまでに発展された楠田
社長ですが、現在でも自らの行動力を発揮され更なる
会社発展の為、日本中を走り回っておられます。私自
身の行動力はいかがなものかと改めて考えさせられま
した。
　また、互いに人は人によって学び、成長し社員力が
経営力に変わり、発展力が加わり、展開力となる。会
社は携わる全ての人によって日々支えられ成長して行
く、その為には、常に謙虚な心と常に初心の考えが大
事であると学びました。
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と話される。正に私自身が人材を増やす岐路にいるた
め心に残りました。
 
　楠田社長のお話をお聞きして、人との接し方・考え
方など人間が生活する上で基本的なこと大切にされて
いる方だと感じます。その上で常に優先順位の決定を
心掛け、ビジネスを計画した上で仕掛け実行されてい
ます。それがきっと世の中に必要とされている雲仙き
のこ本舗さんになられている所以だと学びました。私
もそのようにありたいです。

（文責　島原支部　荒木　亮）

・２点目が「養々麺を事例
とした海外展開のきっか
け」
　養々麺の海外展開のきっ
かけは、日本の外交官や商
社の営業マンが非常食とし
て海外へ持って行く。その
うち現地で調達したい、海
外で販売してくれと声が上
がり始める。他社から商品

を取り扱いたいと話しがくる、という流れ。こちらか
ら営業するのではなく正に商品が営業マンになり得
る。

・３点目が「農業者に人を雇うことを提案した時、ほ
ぼ返ってくる反応」
　人を雇い、農業法人としてやってみては？と提案。
すると人を雇うと大変、仕事が無いときに休めと言え
ない等、毎回同じ様な答えが返ってくる。確かに人を
雇うと苦労もある。しかし社員さんの仕事をつくるの
も仕事だし、それが苦労以上のやりがいになり得る。
そもそも経営者自身が病気になったらどうするのか、

ることが出来た事で、施術技術と自費治療（保険適用
外）のノウハウを学ばせてもらい、今の「整体院みず
たま」の開業に至ることが出来ました。
　「佐世保の人たちを元気にしたい！」という思いを
達成するために、家族を大阪に残したまま（現在は佐
世保で同居）単身で帰郷し開業しました。最初は実家
の居間を改造して、もちろん顧客もゼロからのスター
トでしたが友人知人の助けを借りて無事営業を継続す
る事が出来ました。

　平山さんは「鍼灸院みずたま」を昨年４月に開業後
９月に同友会に入会され、経営者としても同友会歴も
浅いですが、大学生の時に鍼灸師になり「佐世保の人
たちを元気にしたい！」という強い思いを持って鍼灸
師としての道を歩むために京都の専門学校に進みまし
た。しかしその専門学校が倒産、大阪の専門学校に転
校することになりました。その後大阪の会社に就職す

佐世保支部 例会報告
日 時 6 月16 日（金）18：30 〜 21：00
会 場 アルカス佐世保 ３F 大会議室

テ ー マ 働くためにも遊ぶためにもまずは元気な体から！
〜開業から１年を振り返って〜

報 告 者 整体院みずたま　院長
　平山　祐二　会員
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こういった考えが必要とのことです。
　「カネ」…銀行合併による経営への影響について話
をいただきました。合併により「融資額が増大」「選
別される」「自己アピールが必要となる」「取引銀行を
増やす」などの影響が考えられます。さらに、しっか
りした経営が求められるため銀行から「経営計画書」
の提出を必ずと言っていいほど求められます。きっち
り経営計画書を作成し、すぐに着手しましょう！
　感想として、「ヒト」…これまで残業代の計算も含
め給与計算は担当者に丸投げでした。法律で給与の計
算方法や残業代の計算が決められていることを初めて
知りました。しっかり計算していこうと思います。
　「モノ」…お店はお客様の評価で決まるということ
が大事だと気付きました。
　「カネ」…今後長崎県では銀行の合併が予定されて
います。しっかり経営計画を立てて説明できないと、
融資が受けれなくなったりして資金繰りが悪化する中
小企業が増えるかもしれません。そういった事態にな
らないように同友会の中で経営計画についてしっかり
勉強して、経営計画書を作っていきたいと思いました。

（文責　吉田　大）

　今回、新入会員として
バッジ授与されたのは（株）
ミラクルあおば 横田博幸
さん。これから一緒に楽し
く学びましょう！！！よろ
しくお願いします。
　例会の報告としまして
は、「ヒト」…不払残業代・
不払賃金のニュースがク
ローズアップされる昨今、

１円も残業代を間違わずに計算している中小企業は皆
無とのこと。そこで、１円の誤差もなく完璧に残業
代を計算できるために、残業代の計算方法をいちか
ら解説いただけました。これであなたの会社も大丈
夫！！！
　「モノ」…モノを売るためのマーケティングに関す
る話をしていただきました。商売を繁盛させるために
は市場シェア１番になる必要があります。１番になる
には、①場所（市場）狭いマーケットでも１番になれ
ば繁盛します。②自社の価値観を顧客視点で考える、

て昨年の１２月には佐世保支部の経営指針作りセミ
ナーに参加し、経営指針の必要性を感じ９月に経営発
表会を行うと宣言されましたので９月の発表会を楽し
みにしています。

（文責　中島　禎雄）

　しかし今年に入った頃から顧客数が減少していき現
店舗（実家）での営業に限界を感じるとともに、将来
長崎県内１０店舗の目標を達成する為の始めの一歩と
して、４月に新店舗を構える事となりました。
　同友会は先輩経営者の方々の心に響く言葉やお話を
聞くことができ大変勉強になっているそうです。そし

ではなくセミナー的に例会を行いました。
　五島支部で以前アンケートをとった際に、同友会で
学びたいことで意見が多かった会計に関する内容を、
現在活躍されている税理士さんから直接学べるという
ことで、当日が楽しみでした。
　皆さんは決算後に損益計算書や貸借対照表、決算書
などをどのように見ているでしょうか？恥ずかしなが
ら私は、売上がどのくらいだったのか？黒字なのか赤
字なのか？どの経費がどのくらいかかってるのか？と
いうふうに漠然としか見ていませんでした。今回はそ

　今回は北松浦支部より、税理士業務でご活躍されて
いる松永いづみさんにおいでいただき、報告スタイル

北松浦支部 例会報告
日 時 6 月 21日（水）18：30 〜 20：30
会 場 サンパーク吉井
テ ー マ 経営資源（ヒト・モノ・カネ）について

報 告 者

（株）エイコー商事　代表取締役
　富川　栄治　会員（経営資源（カネ））

（株）スタイルマート　代表取締役
　堤　　直司　会員（経営資源（モノ））
木場田社会保険労務士事務所　所長
　吉田　　大　会員（経営資源（ヒト））

五島支部 例会報告
日 時 6 月１6 日（金）18：30 〜 21：00
会 場 福江総合福祉保健センター

テ ー マ 財務を経営に活かすには〔基礎編〕

報 告 者 税理士法人ウィズラン（平戸オフィス）代表社員
　松永　いづみ　会員（北松浦支部）
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んには次回は中級編をお願いしたいと思っておりま
す。
　また今回は会員となった木場さんのバッジ贈呈も行
い、五島支部の会員が一人増えました。今後も会員に

「きづき」があるような例会を続け、その上で会員が
増える五島支部でありたいと思った例会でした。

（文責　勝本　政裕）

の正しい見方を松永さんよ
り質問を交えながら丁寧に
説明していただきました。
参加した会員からは、「初
歩的なことだったけどあら
ためて説明していただくと

ハッキリと理解できる」という声も聞かれました。テー
マにもあるように、まだまだ基礎編でしたので松永さ

とも困難でしたが、時間が
経つにつれ徐々にコツを掴
み、浮上している姿を見る
ことができました。体験後
は皆さん晴々とした表情で
またやってみたいなどの感

想をいただき大変満足していただきました。
　そして夜の部はＺＡＣ中央店で開催、昼の部の感想
や仕事のことなどを語り合い、夜更けまで大いに盛り
上がった一日となりました。
　今回は日曜日開催ということでなかなか都合をつけ
にくい状況ではありましたが、たくさんの会員の方々
にご出席していただくことができ、本当にありがとう
ございました。
　５名の慶祝対象者の方々のこれからのますますの御
発展を祈念し、例会の報告とさせていただきます。

（文責　吉川　裕也）
　今年の慶祝対象者は橋本会長をはじめ小川さん、塩
見さん、安井さん、峰事務局次長の５名でした。
　今回は例年と違う趣向で企画し、昼の部と夜の部の
２部構成にしました。
　昼の部では、慶祝対象者の方々にフライボードを体
験していただきました。
　フライボードは水上バイクから噴出される水を利用
して、水圧で海面から浮上できるマリンスポーツで、
慶祝対象者の方々にはこれを機に今よりもっともっと
羽ばたいていただきたいという想いで企画しました。
全員初体験という事で最初はなかなか立ち上がるこ

青年経営社会 例会報告
日 時 6 月１8 日（日）13：00 〜

会 場 マリンショップ MORE（昼の部）
ZAC 長崎中央店（夜の部）

内 容 慶祝例会
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ムオーバーで話を終えていただく一幕も有りました。
お陰様で全国の同友会の役員さん達から、「松尾さん
は一躍全国の有名人になったね。」と冷やかされる始
末です。しかしながら、この様に開催される中同協の
大会に多くの国会議員さんが協力的に出席していただ
けるのは大いに意義のある事だと実感いたしました。

代表理事　松尾　慶一

　毎年恒例のキックオフ集会が、衆議院会館の都合か
ら会議と名称の変更がなされての開催に一抹の寂しさ
を感じたのは私だけだったのでしょうか？それでも
１８０名と年々参加者も増えて、出席される国会議員
も４０名を超え、同友会の認知度も高まってきたと感
じました。その中で我が長崎県からも谷川弥一氏、北
村誠吾氏、髙木義明氏、古賀友一郎氏の出席と挨拶を
いただきました。
　数多くの議員からご挨拶が有りましたが、基本的に
政策や実績の話をされる中に、谷川弥一氏が、「ここ
に来たのは、そこに座っている長崎の松尾さんから呼
ばれたから来た。この人は地域の為に頑張っているの
で尊敬している。」と冒頭発言され、びっくりして赤
面しました。
　それから、一代記を披露され松井専務幹事からタイ

総意です。国会決議をめざしましょう。②中小企業を
軸とした経済政策の戦略立案を進めるため、首相直属
の省庁横断的機能を発揮する会議体を設置しましょ
う。③中小企業担当大臣を設置しましょう。④中小企
業庁を中小企業省に昇格させましょう。⑤中小企業の
日を設けましょう。
　以上の５点を重点目標に全国各地の同友会が積極的
に粘り強く取り組むことを確認しあい閉会となりまし
た。

副代表理事　金井　政春

　この度初めて中小企業憲章・条例推進月間キックオ
フ会議に参加して参りました。今年で中小企業憲章が
制定されて７周年です。全国から１８０名の幹事を中
心とした会員方が参加しました。
　衆議院経済産業委員長の浮島智子氏の挨拶からはじ
まり、その後は衆参国会議員、与野党を問わず総勢
４０数名の参加が有り熱気ある会議になりました。　
　同友会からの主な要望事項は①中小企業憲章は国民

中同協 2017 中小企業憲章・条例推進月間キックオフ会議 参加報告

開催日時：6 月 6 日（火）　会場：衆議院第一議員会館  大会議室

は超党派で上記３点への前向きな取り組みを発言いた
だき少しずつですが成果として表れてきたように感じ
ました。
　この憲章・条例制定運動は単に何かを要望すること
ではなく三つの目的の総合実践のために、また会員企
業が発展し真の日本経済の担い手として地域になく
てはならない存在であることを国民の総意として必
要な運動であることを再確認した会議となりました。
長崎では大村市、松浦市、平戸市、雲仙市、そして長
崎県に振興基本条例が制定されています。今後各自
治体すべてに制定されるだけではなく、条例や振興
会議、支援センターを活用し、地域が活性化するよう、
同友会がプロデュースするという覚悟で臨みたいと
思います。

事務局次長　峰　圭太

　２０１０年に閣議決定された中小企業憲章制定から
７周年を迎え、今年もキックオフ会議が開催、参加さ
せていただきました。最終的には全国から会員、担当
事務局員約１８０名、国会議員の方が４０名近く参加、
各方面からの意見や報告があり盛会となりました。
　中小企業庁高島経営支援部長からは同庁の施策等が
報告され、全国的に人材が不足する中、３月に「人手
不足対応ガイドライン」が発表された取り組みなど学
ばせていただきました。商工会議所など４団体から進
捗報告を、福島同友会からも条例の事例報告をいただ
き第１部が終了、第２部からは国会議員の皆様から①
憲章の国会決議 ②中小企業の日制定について ③中小
企業予算について、発言をいただきました。全体的に
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くと決意しました。
　中同協関西ブロック支部長交流会に１５５名、中日
本ブロック支部長交流会・代表者会議に６９名、第
２９回中同協役員研修会が長崎県大村市で開催され
１５０名の参加で具体的行動計画と決意がなされまし
た。
　そして残念な事に、鋤柄会長と松井専務幹事が退任
される事になり、６月６日に松井さんの歓送会が行わ
れ７月７日に鋤柄さんのご苦労様会が惜しまれながら
開催されます。役職は降りられますが、これからも我々
の為にご指導いただけるものと思い益々のご健勝を祈
念申し上げまして報告に替えさせていただきます。

代表理事　松尾　慶一

　３月の幹事会以降の活動報告では、中同協役員と事
務局のキックオフに賭ける努力が報告されました。鋤
柄会長以下の皆さんが各種団体や国会議員の皆さんへ
日参されキックオフ会議の成功に努力されました。
　また、２月の鹿児島で開催されました第４７回全研
の報告の中で１，１８６名中、長崎から４２名の参加
をいただいた事に今の長崎同友会の元気な強さを感じ
ました。収支については、３１５万円の余剰金が報告
され、大成功をおさめられました。経費の明細等を克
明に研究して長崎における全研の成功に取り組んで行

「人を生かす経営実践に向けて」と題した問題提起が
あり、１時間のグループ討議がありました。
　私のグループは東京の三宅代表理事、北海道の安井
副代表理事、問題提起された愛知の加藤会長、大阪、
宮崎の事務局長とそうそうたるメンバーでのグループ
討論になりました。人手不足と「働き方改革」につい
ての討論でしたが、問題の認識の甘さ、対応の遅れが
著しいのは勿論私でした。よって後半３０分程は皆さ
んで私の問題解決につて多くのアドバイスをください
ました。
　加藤会長の「金井さんの為のグループ討論だった
ね」、の一言が非常に有りがたかったです。１７時に
終わり１９時の飛行機を目指して…同友会漬けの実り
の多い２日間でした。

副代表理事　金井　政春

　昨日のキックオフ会議、本日の午前中の九州・沖縄
ブロック代表者会議に続き、開催されました。
　全国行事の経過報告並びにこれから開催予定の行事
についての審議でした。全国各地の取り組みは開催意
義を明確にして、綿密な打合せのもと、開催されてい
て長崎同友会としては反省すべき所も感じられまし
た。反省すべきところは反省し２０１９年２月の「中
小企業問題全国研究集会 in 長崎」の大成功を目指し
取り組まなければとの思いを強く感じながら、今年の
鹿児島全研、来年２月の兵庫全研の経過報告を、意を
強く持って聞いてまいりました。
　その後、１５時より加藤人を生かす協議会代表から

中同協 第５回 幹事会 参加報告

開催日時：6 月 7 日（水）13：00 ～ 17：00　会場：ＴKＰ市ヶ谷カンファレンスセンター

虚に、そして貪欲に同友会での学びを実践された内容
でした。
　何よりも、小グループ活動を通して企業訪問を行い、
互いに顔が見える関係をつくり、その人の立場になっ
て真の経営課題を発見することの大切さ、学び方を学
ぶ例会づくり、そして支部では解決できない専門的な
課題を委員会活動で解決するという提起は、事務局と
してどのような同友会づくりが会員企業のためになる
のかという課題に大きなヒントをいただきました。
　現在事務局は支部活動はもちろんですが、委員会活
動に注力する方向性を会として確認いただいていま
す。例会以外に会員の皆さんが参加できる場づくりだ
けでなく、さらに各方面との連携を密にし、専門的な
課題を解決し、企業経営に生かすことができるよう常
に問題意識をもって日々の業務にあたることを再確認
させていただきました。

事務局次長　峰　圭太

　中同協定時総会前、最後の幹事会に参加させていた
だきました。第１部では各全国大会、交流会等の進捗
や開催結果報告に伴う報告、審議がなされました。長
崎からは松尾代表理事から５月の中同協役員研修会に
ついて設営のお礼と開催報告をしていただきました。
　一通りの審議事項が済み、第２部では愛知同友会加
藤会長から「人を生かす経営の実践に向けて」と問題
提起をいただき、グループディスカッションを行いま
した。短時間にまとまった問題提起でしたが、企業づ
くりとしては、「企業としての基本姿勢の確立のため
に魅力ある企業づくりの大切さ」＝「若者や地域に選
ばれる企業づくり」、「経営理念を日常の企業活動に反
映させる」など、また同友会づくりでは「本質的な経
営課題を発見する支部づくり、委員会づくり」など謙
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うことを学ばせていただき
ました。
　また、石橋さんの「社員
は会社を選ぶ権利がある」
という言葉から、社員に本
当のパートナーになっても
らうために選ばれる会社づ

くりをしなければならないということをひしひしと伝
えていただきました。
　２日目は昭和女子大学 坂東総長の講演でした。女
性活躍の時代がどのように変遷してきたのか、新しい
タイプのリーダーシップとは、どう部下を育てていく
か、そして働き方改革にいたるまでお話しをいただき
ました。
　これからの経営戦略として女性活躍を考えないとビ
ジネスが立ち行かなくなってきており、また女性だけ
でなく様々な人が活躍できるダイバーシティ経営が大
切で、その人の特性を生かした機会を提供するという
ことが肝要であることを学びました。
　そしてサーバント（奉仕する）リーダーシップやイ
ンクルーシブ（巻き込み型）リーダーシップの紹介が
ありました。これまでのリーダーが先頭に立って引っ
張っていくというものとは異なり、リーダーが部下に
奉仕する、いろんな価値観を持つ人を巻き込んでそれ
ぞれの力を引き出していくというこれからの時代の新
しい形のリーダーシップについて学ばせていただきま
した。
　また「人間は期待されないと伸びない」というこ
とを話され、そのために上司は部下が何をできるの
かしっかりと見て、頑張ればなんとかできる能力の
１１０％の目標を与え続けることが成長につながって
いき、部下と競争するのではなく自分より優れた部下
を育て応援していくことがリーダーとして必要である
ということを学びました。
　２日間を通し、経営者は社員を良く見て、社員の特

事務局　田口　友廣

　ＷＥＢ制作・ＷＥＢシステム構築を行う石橋さんの
起業のきっかけは、主婦だった時にインターネットに
出会い、衝撃を受けインターネットを世の中に広めた
いという気持ちからでした。すぐに業績は伸び、社員
数も５０名になりました。しかし一人の社員が社内の
パソコン盗難事件を起こし、それをきっかけに全社員
が退職、データ流出の損害補償とシステム復旧のため
に１，０００万円の借金。どうにもならなくなった時
に、同友会に入会します。
　それまでは社員はただ作業をしてくれる人と思って
いた石橋さんは経営指針成文化に取り組むことで、社
員はもっとも頼りになるパートナーであることを学
び、社員の幸せを一番に考える経営をしようと考える
ようになりました。社員が成長できる会社そして、社
員の将来に責任が持てる会社にしようと、取り組んだ
のが数字の公開です。これが変革の始まりとなり、社
内のシステム化に取り組みますが、社員の抵抗もあり
ました。そこで「なぜそうするのか」を理念に沿っ
て、数字に基づきながら、時間をかけてとことん話し
合っていきました。今ではシステム化により社員全員
が日々の収支を見ることができるようになり、科学性
を捉えた仕組みづくりは確実に利益につながり、社員
も自主的・主体的に動くように成長しました。
　社員を真のパートナーととらえ、信頼関係のもとに
社員を巻き込み、任せることにより社員が成長してい
く、そしてその社員たちが自ら仕事を作っていくとい

第 20 回 女性経営者全国交流会 in 富山 参加報告

開催日時：6 月 15・16 日（木・金）　会場：富山県民会館・富山第一ホテル

全社一丸となり、新事業で新たな可能性への挑戦

社員ファースト経営への変革で新事業創出

第４分科会

石橋   史惠　氏ウェブクリエイティブ（株）　代表取締役
岡山同友会
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　とても学びが多い２日間でした。参加させていただ
きありがとうございました。

性を生かすことが大切であり、そのためには社員と一
緒に取り組み、共通の高い目標が必要であることを伝
えていただき、経営指針と人を生かす経営の大切さに
ついて深く学ぶことができました。

いたら早期受診する事や地域にある地域包括支援セン
ターに相談する事を勧められました。
　近年増加傾向である認知症のご夫婦同士が介護し合
う“認認介護”や息子・娘・嫁など若い介護者が仕事
をしながら親の介護のために欠勤・遅刻・早退など仕
事への影響を考えて離職するケースが深刻化していま
す。更にそういう介護者が“介護うつ”になったり、
介護放棄・虐待をするなど精神的・身体的負担に多く
悩まされています。これには周囲の理解と協力が必要
です。地域包括ケアシステム（地域の中で医療と介護
が連携し、住み慣れた自宅、地域で暮らし続けるとい
う国の政策）等を理解し、家族介護者の負担を減らす
事が介護疲れの解消や離職防止に不可欠です。
　規則正しい生活習慣で認知症を予防し、認知症の事
を正しく理解。実際に認知症介護に携わっている方は
一人で悩まずに相談機関や専門職、周囲の方々に相談
し、介護サービスを上手く活用しましょう。

（文責　島原支部　川上　貴弘）

　女性部会・障がい者問題担当委員会から「ダイバー
シティ委員会」へ名称変更後、初めての例会でした。

「高齢者問題」にスポットをあてて、認知症介護指導
者の秋元さんに報告いただきました。
　秋元さんは「認知症を正しく知っていただきたい」
という思いで普及活動をされています。実際に患者さ
んの生活に関わっているケアマネジャーでもあるので
症状をよく知っておられます。
　“認知症”は正常に働いていた脳機能が脳の病気や
障害などによって低下し、日常生活に支障をきたす状
態で、その数は約７０種類に及ぶと言われています。
　認知症と診断された方は、記憶障害や見当識障害な
どと言われる“中核症状”がありますが、いわゆる問
題行動と言われる”周辺症状”（徘徊、不眠、暴言暴力、
異食等々）が起こらない方も多くいます。不適切な言
葉掛けや行動の制限など周囲の関わり方、本人の体調
の不調などによって出現するもので周囲の関わり方が
非常に重要です。認知症＝問題行動ではありません。
　平成２７年度、長崎市には１５，６７０人の認知症
高齢者（医療機関受診者）がいらっしゃいますが、受
診していない方など隠れた認知症を含めると実際は
２万人近くになると推測されます。そして、認知症と

“加齢による物忘れ”は異なります。加齢による物忘
れは体験した事の一部を忘れる事で、認知症は体験自
体を覚えていないという違いが一つにあります。
　ご家族やご自身に以前と違った行動が起こると気づ

ダイバーシティ委員会 第 7 回 例会 開催報告

開催日時：6 月 19 日（月）18：30　会場：サンプリエール

テーマ：もはや他人事ではない！！ ～『認知症』を正しく理解しましょう～

報告者：山の手クリニック　主任介護支援専門員　秋元　靖博　氏
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ての映像を交えての研修会
でした。
　建設会社社長扮する主演
の鮎川さん、建設会社に融
資する取引銀行の顧問弁護
士扮する佐藤さん、建設会

社の取引業者を通じて反社会的勢力に関わった場合の
恐ろしさ、その対応が迫真の演技により、面白く、可
笑しく、分かり易く、参加者全員がより良く理解出来
たと思います。上映途中、音声が出ないトラブルが発
生しましたが、そこは敏腕弁護士！無音のドラマ映像
が流れる中、両弁護士の絶妙なコンビネーションの解
説により、無事上映が終了しました。
　最後の説明の中で事業所に反社会的勢力の不当要求
に直面した場合、具体的な対策として社内で担当者を
決めて対応する（社長に対応させない）。多人数で対応。
即決は行わない。外部専門機関（暴追センター、弁護士）
との連携。又、取引業者を通じて反社会的勢力関わり
防ぐため反社会的勢力でないことに関する表明・確約
書の作成を行うことが重要である事の説明が有りまし
た。兎に角、反社会的勢力に関してトラブル悩み相談
等がある場合解決の近道は大村支部が誇るエリート弁
護士集団、鮎川さん、佐藤さんに相談することが一番
と思った研修会でした。

（文責　大村支部　浦郷　学）

　反社会的勢力は他人ごとでは有りません。反社会的
勢力はその形態が多様であり、社会情勢等に応じて変
化し得るため、隙を見て私たちの事業所や取引業者を
通じて知らぬ間に反社会的勢力の魔の手が忍び寄り蝕
んでいきます。反社会的勢力に対する利益供与に関
わった事業所は暴力団排除条例違反、発注者からの指
名停止、金融機関の融資の停止、世間からの信用低下、
社会的制裁、最終的には社員や株主も含めた事業所自
身が多大な被害を生じます。よって私たち企業は健全
な経営を守るため、反社会的勢力排除の対策を講じな
ければなりません。これらの知識、対策、対応を得る
ため、大村支部が誇るエリート弁護士集団、鮎川さん、
佐藤さん、両弁護士による反社会的勢力とは？又その
対策とは？を自ら演出し本格的サスペンスドラマ仕立

中小企業のための反社会的勢力排除研修 開催報告

開催日時：6 月 27 日（火）19：00 ～ 20：30　会場：つくば倶楽部

テーマ：中小企業のための反社会的勢力排除研修  ～初歩の初歩から～

報告者：虎ノ門法律経済事務所　長崎支店　支店長・弁護士　鮎川　泰輔　会員（大村支部）

　　　　山下・川添総合法律事務所　弁護士　佐藤　敬弘　会員（大村支部）

　県政策委員会は今期２回目の委員会を大村：時さん
のお店、テラスフィールドで開催しました。８月４日

（金）には毎年恒例となっている長崎県産業労働部と
の意見交換会を控え、当日の流れやテーマ等を協議し
ました。今回の企画は平田産業労働部長と長崎同友会
松尾代表理事の対談形式で進めます。中小企業の現状、
県の施策など行政ともっと近い距離で対話を進め、会
員企業の経営の一助になればと思います。e.doyuでは
案内済みですので皆様のご参加、よろしくお願いいた
します。

第 2 回 政策委員会 開催報告

開催日時：6 月 30 日（金）　会場：テラスフィールド
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りませんが、今後政策委員会は楽しく、活発な意見交
換を行いながら三つの目的の１つ、「よい経営環境を
つくろう」実現に向け活動していきますので皆様のご
参加、お待ちしています。

（文責　事務局　峰　圭太）

　また委員会開催当日は長崎出島支部：柿川さんの
６５歳の誕生日でもありました。参加委員の皆さんと
誕生日を和気あいあいお祝いし、その中にも経営課題
を議論するなど同友会らしい委員会開催となりまし
た。
　政策委員会は中小企業憲章や条例制定運動など活動
内容が難しいイメージを持たれている会員も少なくあ

10．（株）きゅーぶ　岡本　武志

　本日の発表会でより一層強くなって行くことが間違
いないと感じ取ることが出来ました。

11．（有）山﨑マーク　山﨑　秀平

　社員さん一人一人が「常に考える」姿勢は私の会社
でも実践したいと思います。

12．（有）片桐計量器店　片桐　孝章

　橋口さんの笑顔は素晴らしく社員の方とは一致団
結。発表内容も充実されて今後の発展も間違いなし。

13．（株）佐世保福祉　綿川　淳子

　社員の皆様が真摯に業務・職務に取りくんでおられ
る姿をしっかり感じ取らせていただきました。

14．（有）前川建材店　前川　優也

　私が一番楽しみにしていた個人目標の発表ですが、
やっぱり最高でしたね。社員の皆様がイキイキと発表
されている姿に感動しました。

（文責　佐世保支部　経営労働委員長　前川　優也）

【参加者の声】（紙面の都合により抜粋）

１．昌明機工（株）　中島　禎雄

　１年かけて作って行く事で活用できると思いました。

２．（有）カワカミ　川上　利夫

　一人一人のスタッフが自覚をもって発表会にあたっ
ていたと感じた。

３．（有）エムズ　川下　眞文

　若い社長が引張り社員個々がヤル気を持ち頑張って
いる会社は「カッコ良い」。

４．（株）広告のアクセス　山領　進

　全般を通して感じるのは、社員さんが自らが係わる
ワンシーンで主役として輝いていること。

５．ニコット・サービス（有）　江口　陽一

　責任を持たせることで社員は頑張ることを目のあた
りしました。

６．（株）福祉工房Ｋ'ｓ　豊福　和明

　考え方、行動力が一人一人の発表にも力強く表現さ
れており、発表会を十分に活用されていました。

７．（株）野田武一商店　野田　洋市

　厳しい年月をむかえられた話しを聞き、その渦中に
あっても橋口さんはこの発表会でスタッフと共に労を
ねぎらう姿もイメージされていたのではと感じまし
た。

８．（株）ＰＭＣ　佐藤　安司

　社員の皆さんがお互いに認め合い切磋琢磨している。

９．社会福祉法人  宮共生会　原田　良太

　社員の方の表彰等、全体で認めあっていく場面も多
くあり参考になりました。

プライアント（株）（佐世保支部 橋口会員）経営計画発表会 参加報告

開催日時：6 月 22 日（木）　会場：九十九島ベイサイドホテル＆リゾート  フラッグス
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事務局企業訪問 

まま販売するのではなく弁当に加工して販売する。利
用者の工賃アップのために付加価値を上げる仕組みを
構築してきました。工賃が上がると利用者の生活が豊
かになる。そのために施設全体で６次産業化を図って
います。
　今期からそれぞれの施設を「チーム」として位置づ
け、利用者を「メンバー」、職員を「サポーター」と
しました。また国土交通省のスマートウェルネス拠点
整備事業の補助採択を受け、地域交流拠点センター「ご
ちゃまぜ」を開所。子どもやお年寄りが一人で食事を
する孤食を防ぐ効果も期待できます。
 
＜仲間と共に＞

　地域と共に生きる宮共生会。その若きリーダーでも
ある原田さんは今期県内８支部のうち一番所帯が大き
い佐世保支部の第１２代目の支部長も務められます。
過去の支部長経験者の中では最も若手。労使見解を
ベースに自社をぶれない組織に変えたその実践力は、
人が自然に集まる例会づくりや委員会活動など“ぶれ
ない”支部づくりに大いに発揮されることと思います。

「ゴルフが大好き」と笑顔で話す原田さん。原田さん
の周りには自然に仲間が集まり、仲間と共にまた大き
く自社、地域、同友会が発展していくことを強く感じ
た時間でした。
 
＜経営理念＞

　我々は障害のある方が、地域と共助共存しながら生
　活できる共生社会の実現を目指しながら、障害のあ
　る方の生活の質が向上していくことを使命として法
　人の各事業を実行していきます。
　－ミッション（社会的使命）－
　　①地域と共助共存のできる共生社会の実現
　　②障害のある方の生活の質の向上

＜企業概要＞

　社会育福祉法人　宮共生会
　〒 859-3215　佐世保市早岐 1-6-43
　TEL：0956-39-0115　FAX：0956-76-7665

　（文責　事務局　峰　圭太）

　今回の企業訪問は若き佐世保支部のリーダー、原田

良太会員にお話を伺いました。

＜地域と共に、宮共生会＞

　現在市内８か所におい
て障がい者の就労支援施
設を展開する宮共生会。原
田家が市町村合併前の「宮
地区」出身ということもあ
り“地域と共に生きる”意
味を込めてその屋号に決
めたそうです。宮共生会の
立ち上げは１９９９年に
遡ります。もともと市の職
員であった原田さんの父

親が地域からの声を受け、あくまでもグループホーム
ではなく通所、いわゆる日中働くことができる場所の
開設に向け勉強会を開始しました。その後社会福祉法
人の申請を行い立ち上げに至るのですが、原田さんご
自身は３兄姉の末っ子、当時瓦関係の仕事に従事して
いた際に父親から事業を手伝ってほしいと声がかかり
ます。事業の全体像が見えない中、父親からも「この
先どうなるかわからないが事業の失敗はできない」と
いう中、原田さんの宮共生会での新しい人生が始まり
ました。
　障がい福祉の業界は常に制度と向かい合わなければ
なりません。２００３年までの制度では「行政措置」
という形で利用者の紹介は行政が行っていたそうで
す。利用契約制度へ変わり、利用者が自分の意志で施
設を選べる時代になりました。障がい者が主体的に仕
事を通して社会に参加できる制度へと時代が変化して
きたのです。
 
＜社会に合わせた自己・自社変革＞

　２００５年新法が成立し２００６年に施行される
際、宮共生会にも大きな変化がありました。国からの
報酬が減額になると同時に、立ち上げから新規施設の
開所や新規事業などとにかく前に進んできた原田さん
はふと気づくと周りのスタッフが誰もついてきていな
いことに気付くのです。スタッフの退職も重なり、何
のために仕事をしているのか自問自答が続きます。そ
こで原田さんは組織づくりに邁進します。組織を守り
発展させていくことを決意し、経営理念を作成、組織
改革を行い現在の礎を築き直しました。社会福祉事業
と就労支援事業の立ち位置と目標をそれぞれ掲げ、就
労支援事業においては単純に施設で採れた野菜をその
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＜入      会＞

新入会員の皆さんです＜６月入会・交代・復会＞（敬称略）

支 部 名 長崎浦上支部

氏 名 笹
ささがき

垣　和
か ず や

也
企 業 名 立岩設備
役 職 名 専務

企 業 住 所 〒 851-1132
長崎市小江原 1-1-20

Ｔ Ｅ Ｌ 095-841-9301 Ｆ Ａ Ｘ 095-841-9302

業 種 管工事業
企 業 Ｐ Ｒ 水まわりの困りごとなら、すべて当社におまかせ下さい!

スポンサー 池田　繁隆

支 部 名 長崎出島支部

氏 名 石
い し だ

田　直
なおまさ

正
企 業 名 （株）Five Innovation（東洋館）
役 職 名 代表取締役社長

企 業 住 所 〒 854-0621
雲仙市小浜町雲仙 128

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-73-3243 Ｆ Ａ Ｘ 0957-73-2215

業 種 旅館業

企 業 Ｐ Ｒ
雲仙温泉最大の115室を誇る旅館です。最上階には展望風呂
があり、夕暮れ時には眼下に見えるおしどりの池に沈む夕日
がお楽しみいただけます。

スポンサー 中村　こずえ

支 部 名 長崎出島支部

氏 名 田
た さ き

﨑　達
た つ や

也
企 業 名 タサキメンテナンスサービス
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 851-0015
長崎市かき道 3-11-12

Ｔ Ｅ Ｌ 095-839-9460 Ｆ Ａ Ｘ 095-839-9460

業 種 リフォーム・メンテナンス業
企 業 Ｐ Ｒ 住宅リフォーム・メンテナンス・テナント企画・デザイン

スポンサー 庄司　博昭

支 部 名 諫早支部

氏 名 菊
き く ち

池　洋
ようすけ

祐
企 業 名 ソニー生命保険（株）
役 職 名 課長代理

企 業 住 所
〒 850-0033
長崎市万才町 3-5
朝日長崎ビル 9F

Ｔ Ｅ Ｌ 095-825-2319 Ｆ Ａ Ｘ 095-825-2329

業 種 生命保険業

企 業 Ｐ Ｒ

金融商品とコンサルティングを通じてお客様の一生涯の豊か
な生活や夢を叶えるサポート、また個人や企業マッチングで
のご縁の繋がりによるビジネス創出のサポートをさせていた
だきます。

スポンサー 佐野　充宏

支 部 名 島原支部

氏 名 門
かどはた

畑　正
ま さ し

志
企 業 名 K's Craft
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 859-2605
南島原市加津佐町乙 3985-2

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-61-1070 Ｆ Ａ Ｘ

業 種 レーザー加工業　

企 業 Ｐ Ｒ 石材、木材、アクリル、ガラス、革製品へのレーザ加工（彫刻、
切断）品の販売

スポンサー 北村　貴寿

支 部 名 長崎出島支部

氏 名 山
やまさき

﨑　貴
たかひこ

彦
企 業 名 （有）古川清掃社
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 854-0001
諫早市福田町 5-36

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-22-2865 Ｆ Ａ Ｘ 0957-22-2836

業 種 一般廃棄物収集運搬
企 業 Ｐ Ｒ 浄化槽の保守点検・清掃を行う会社です。

スポンサー 安井　忠行

支 部 名 佐世保支部

氏 名 奥
おくだいら

平　昭
あ き お

夫
企 業 名 （株）ミルクボーイ
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 857-1161
佐世保市大塔町 1750-1

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-34-7746 Ｆ Ａ Ｘ 0956-34-7787

業 種 乳類販売業（宅配事業）

企 業 Ｐ Ｒ

ミルクボーイは、（株）明治の製品を主とした「医と食の中間
の商品」を取り扱い、「食」を通してより健康で幸せな生活に
貢献できる「新しい価値」を届けさせていただくことを目指し
ております。

スポンサー 直江　弘明
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＜交      代＞ ＜復      会＞

支 部 名 佐世保支部

氏 名 馬
まわたり

渡　圭
けいいち

一
企 業 名 佐世保フロンティア法律事務所
役 職 名 弁護士

企 業 住 所
〒 857-0862
佐世保市白南風町 1-13
JR 九州佐世保ビル 3F

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-59-7986 Ｆ Ａ Ｘ 0956-59-6766

業 種 弁護士

企 業 Ｐ Ｒ

「市民の皆様がアクセスしやすい法律事務所」
「スピーディーに対応する法律事務所」
「ご依頼者に誠実に向き合う法律事務所」を目指して、様々な
事件解決のため、日々取り組んでおります。

スポンサー 野田　洋市

支 部 名 長崎浦上支部

氏 名 一
い ち の せ

ノ瀬　哲
てっぺい

平
企 業 名 （株）I.C.K
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 850-0079
長崎市みなと坂 2-8-5

Ｔ Ｅ Ｌ 095-865-5846 Ｆ Ａ Ｘ 095-801-7151

業 種 船舶造修業

企 業 Ｐ Ｒ 弊社は、主に船舶造修に携わっております。若い力を十分に
発揮し、地域・社会に貢献していきます。

スポンサー 西山　展司

支 部 名 長崎浦上支部

氏 名 榎
えのきや

屋　健
たけし

企 業 名 （株）長崎新聞文化ホール アストピア
役 職 名 常務取締役

企 業 住 所 〒 852-8104
長崎市茂里町 3-1

Ｔ Ｅ Ｌ 095-844-2121 Ｆ Ａ Ｘ 095-848-4856

業 種 カルチャー・料飲・貸ホール

企 業 Ｐ Ｒ
長崎新聞社の100%出資子会社で、書道の振興を図る書道会
の運営やカルチャーセンター、茂里町本社屋内の喫茶「ザ・
プレス」、貸ホール、パーティー等の事業を展開。

前 会 員 古川　信利

2019年は長崎にて中小企業問題全国研究集会が開催されます!!

2019年2月（予定）開催まで

19 ヶ月!!あ
と

長崎全研
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●島原支部

日 時 8 月 24 日（木）19：00 〜 21：15
会 場 HOTELシーサイド島原
テ ー マ 自社の成長と増益経営を目指す経営計画書

〜（株）荒木工務店の挑戦〜
報 告 者 （株）荒木工務店　代表取締役

　荒木　博　会員

●五島支部

日 時 8 月 19 日（土）19：00 〜 21：00
会 場 三井楽町  五島トラック建設（有）（谷川 喜一 会員）車庫
内 容 納涼例会

納涼例会を行います。夏の暑さも何のその！同友会会員の熱き結束にて暑さも溶か

してしまいます。五島の美味しい食材を囲み、会員同士の絆をさらに深めてパワー

アップします。ご家族、知人お誘いあわせの上ご参加お願いいたします。

●佐世保支部・北松浦支部合同例会

日 時 8 月 25 日（金）17：30 〜 21：40
会 場 九十九島ベイサイドホテル＆リゾート フラッグス
テ ー マ 一病息災

〜困難に立ち向かえば、人は大きく変わる！！〜
報 告 者 （株）長崎地研　代表取締役社長

　村山　隆之　会員
８月例会は、佐世保支部重鎮であります村山さんの報告のもと【佐世保支部・北松

浦支部合同納涼例会・同友会を知る会】を開催いたします。村山さんは、３５歳で

心臓の病気というピンチ・時を同じくして会社の方も仕事がないというダブルピン

チの「大変」な状況を乗り越えられ、その中で、同友会での学びをご自身にとって大

きな原動力とし、佐世保支部では唯一早く（平成８年１０月）から経営計画発表会を

毎年継続されています。現在も様々な活動に精力的に参加されている、パワー溢れ

る村山さんの報告は、勇気と力をいただける事間違いなしです！！

●長崎浦上支部

日 時 8 月 18 日（金）18：30 〜 21：00
会 場 長崎新聞文化ホール  アストピア
テ ー マ 業界により異なる働き方の特徴と信頼される

就業規則について
報 告 者 大坪総合法律事務所　所長

　大坪　孝聡　会員
弁護士として活動する中で会社（労務）に関わる業務も多かったことから社労士の登

録を行い、昨年自らの事務所を開設されました。弁護士・社労士の登録以前、福岡

県にある水族館において社員として働かれていました。社員としての実経験を踏ま

えた法律家の立場から、働き方（労働時間）や就業規則についての議論を深める報告

を行っていただきます。

●長崎出島支部

日 時 8 月 23 日（水）18：00 〜 21：30
会 場 サンプリエール
テ ー マ 10 年後の夢を語ろう！！
報 告 者 （株）ニッシン　  代表取締役　 伊崎  孝幸  会員

（株）岩崎商事　  代表取締役　 岩崎  誠一  会員
（株）アクタス　  代表取締役　 大串  昭嘉  会員
五島灘酒造（株）  専務取締役　 田本  佳史  会員

人工衛星の燃料タンクの開発を主に頑張られている伊崎さん、飲食業界からホテル

経営と幅広く活躍」されている岩崎さん、新車から中古車まで、日常には欠かせな

い車販売の大串さん、五島列島からおいしいこだわりの地酒を届けるべく日々焼酎

造りにこだわる田本さんの異業種4人が語るそれぞれの10年後の未来や夢を聞い

て一緒に自分の未来を考えて行きましょう！！

●大村支部

日 時 8 月 17 日（木）18：30 〜 21：30
会 場 おおむら夢ファーム  シュシュ　
内 容 納涼例会

会員ご家族の皆様へ感謝の気持ちをこめて、また会員相互の親睦を深める事を目的

とし、納涼例会を開催いたします。

●諫早支部

日 時 8 月 23 日（水）18：30 〜 21：00
会 場 諫早観光ホテル  道具屋
テ ー マ 昭和から平成を生きる  我が人生に悔いなし

〜脱サラ！そして同友会との出会い〜
報 告 者 森塗料店　代表者

　森　千尋　会員
昭和と平成の比較。脱サラ起業後の苦楽、同友会との関わりと経営理念。

●青年経営者会

日 時 8 月 27 日（日）
会 場 長崎ラッキーボウル & かりーにょ
内 容 サマーイベント

８月例会案内
他支部の例会情報は、ホームページや e.doyu からも閲覧・参加申込可能です。

同友会に入会して早3年、様々な人との出会いやそれによって知ることが出来た新

たな学びの場のおかげで、数多くの知恵や力を吸収することが出来ました。それら

を自社に持ち帰り実践することによって新たな学びを得て、そのサイクルの中で新

たなる経営計画書が完成しました。荒木さんの想いと会社のビジョンを熱く熱く

語っていただく経営体験報告、是非ともお誘い合わせの上、お越し下さいませ！！

投稿募集のご案内
DOYU ニュースでは会員の皆様の投稿を募集しております。
企業訪問や支部・地区会等の行事や取り組みなどご紹介下さい。
●文字数／約 500 字
●画像／歓迎します
□掲載／情報広報委員会にて選考
□投稿先／情報広報委員または同友会事務局まで
□メール／ jimu@nagasaki.doyu.jp
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７月理事会  議事録  抜粋
７月５日（水）１９：００～２１：００  つくば倶楽部  出席１８名  欠席５名

開会挨拶－松尾代表理事
６月６日は憲章キックオフ会議があり、長崎からも多くの国会議員の方に
参加いただきました。明日からは愛知で中同協の定時総会があります。私
と横田支部長が分科会報告の大役を仰せつかっており、準備万端です。私
たちの報告を聞けない方はぜひ、９月の役員研修会でよろしくお願いしま
す

仲間づくりについて
１）入会・復会交代・退会の承認について

－９名の入会、１名の復会・交代、２名の退会を承認

２）仲間づくりの進捗状況・具体的活動状況について
西山仲間づくり委員長総括－（西山委員長欠席のため、理事会資料の委員
会報告を確認）

（松尾代表理事）
西山委員長が燃えていますので、皆さんご協力お願いします。皆さんに決
めていただいた各支部の目標を、支部長と支部仲間づくり委員長が中心に
なって、どうやって達成するのか取り組みをお願いします。年内に達成で
きるようよろしくお願いします

協議・承認事項
１）第４７回定時総会の開催場所について
（前回理事会決議事項）
・来期の総会場所について、ホテルニュー長崎が改装工事期間となること
　から、開催地について各支部立候補を募り、手が上がらない場合長崎で
　開催する
→第４７回定時総会開催場所を諫早とすることを承認

２）第２４回経営フォーラムについて
（前回までの決定事項）
→日程を１０／１３（金）、会場を長崎ロイヤルチェスターホテル、
　記念講演者：神奈川同友会　（株）湯佐和　代表取締役　湯澤　剛氏、
分科会報告者とテーマについて
　長崎出島支部　伊藤　弘和会員（テーマ：ダイバーシティ）、佐世保支部
　橋口　久会員（テーマ：経営指針）、長崎浦上支部　古里　久則会員（テー
　マ：共育）
テーマ『「覚悟！」～自分への覚悟！未来への覚悟！あきらめない覚悟！』
参加費５，０００円
※今後の進捗は実行委員会に一任する（都度理事会へは報告）

（今回確認および提案事項）
マニュアルに関して特段の意見がなかったため今後マニュアルをベースに
フォーラムづくりを行っていただき随時マニュアルに追加等行っていくこ
とを理事会で確認する
→上記を確認

（岩実行委員長）
チラシの製作状況が大詰めであることを報告。８月より支部例会にてキャ
ラバンで訪問することを依頼。全体会に関しては、タイムスケジュール・
司会が決まり、懇親会も内容を詰めていること、記念講演者の湯澤さんと
５月に会い、打ち合わせを終えたことを報告

３）２０１７年度役員研修会について
（前回理事会までの決定事項）
９月９日（土）　第１部　研修会　１３：３０～１７：２０
第２部　懇親会　１７：３０～　会場：長崎新聞文化ホールアストピア

（今回提案事項）
名称、参加費について
→名称に関してサブタイトルに中同協総会ｉｎ愛知、第１８分科会のニュ
　アンスを盛り込んだ内容とし、「２０１７年度役員研修会～中同協定時
　総会 分科会報告から長崎の事例を学ぼう～」を提案。また参加対象に関
　しては各支部の役員とし、案内を流す。役員以外の方に関しては各支部
　独自に候補者あるいは受けていただきたい方を決めお誘いする。最低各
　支部１０名の参加を必達とする。

（総じて）
名称を理事から募集（７月１４日締切）、その後理事会メーリングをし、三
役会で名称と予算案と動員目標を協議し、８月理事会に上程。８月理事会
で承認後、翌日に案内を出し動員を図っていただくことを確認。報告内容
は中同協定時総会の分科会報告を終えて、役員の心構えを補足することを
確認。また７月役員会から動員の声掛けを行うことを確認

４）同友会領収証のあり方について（確認事項）
→中同協財務委員会を受け、例会時等同友会の領収証を発行することにつ
　いて

（今回確認事項）
石橋財務委員長と打合せの結果、参加費を預り金計上し、支出と相殺する
方法が望ましいが、結果的に取り扱い金額が年間１０００万円を超えない
ため、県・各支部とも全てを預り金計上する必要はないのではないか。従っ
て会計処理の方法に関しては現状通りで行う

（石橋財務委員長より補足説明）
再度消費税の対象となるものが、１０００万円を超えないと確認が取れれ
ば現状通りの会計処理とする。会員が増えて、課税の対象となる可能性が
ある場合は再度協議を行う

５）議案書「規定」の文言変更について
（三役会案）
「規程」…賃金規程、退職金規程など文書のタイトルに使われるもの
「規定」…規程の中の一つひとつの条文のこと
現状議案書は全て「規定」とあるため、来期から「規程」の文字へ修正する
※規程変更に関しては理事会承認事項
→三役会案を承認。各支部の支部規程においても該当する場合、修正いた
　だくことを依頼

報告・連絡事項
１）６月　県本部・各委員会・各支部等の活動状況について
【政策委員会】
（理事会時補足）
①７月は景況調査実施月のため、各支部例会にて用紙を配布します。記入
　の時間をとっていただけるようお願いします
②８月４日に県産業労働部との意見交換会を開催します。今回は初めて産
　業労働部長をお招きし、松尾代表理事との対談を行います。理事の皆様、
　ぜひ参加お願いします

２）例会について（更なる例会の充実をめざして）
　各支部の例会内容・出席率・返信率についてヒアリング等ありました。

３）中同協　主要行事の紹介
理事は年１回、支部役員は２年に１回は全国大会に参加しましょう！（申
し合わせ事項）

（敬称略）

6月6日（火） 憲章キックオフ集会・拡大中小企業憲章・条例推進本部会議（総括
会議）／東京　　松尾代表理事・金井副代表理事・峰事務局次長

6月15・16日（木・金）
第20回  女性経営者全国交流会／富山／ 5名
・浦上-金田⑦  吉澤③　・出島-中村こ⑥　・北松浦-宮田②
・事務局-田口④

7月6・7日（木・金）

第49回  定時総会／愛知／12名
報告：松尾代表理事・横田島原支部長
座長：山領元仲間づくり委員長
・長崎出島-中村こ⑧  山口絵⑧　・大村-金井①  宮田⑫
・佐世保-中村⑧  原田④  村上⑱  村山⑧　・事務局－峰⑱（記録）

8月31日・
9月1日（木・金）

経営労働問題全国交流会／京都／現在3名
・大村－宇土②　・佐世保－橋口①　・事務局－峰③

9月14・15日（木・金） 第45回  青年経営者全国交流会／茨城

10月5・6日（木・金） 組織強化・増強・拡大全国交流会／東京

10月19・20日（木・金） 第19回  障害者問題全国交流会／広島

12月7・8日（木・金） 共同求人・社員教育活動全国交流会／島根

2月8・9日（木・金） 第48回  中小企業問題全国研究集会／兵庫／キャラバン開始
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４）６月２日（金）純心大学との包括連携協定調印式報告
（参加者：松尾代表、松本共育委員長、吉澤支部長、中村支部長、峰事務
局次長）

（中村支部長）
調印式の様子がテレビで放映されました。長崎出島支部の西山共育委員長
が段取りをし、先日第１回会議を行いました。意見交換を行い、できたら
この場に学生も参加し、どういったことを求めているのか聞かせていただ
きたいとお願いをしました。まずは８月にインターンシップを行います。
詳細は e.doyu掲示板をご覧ください

５）６月１０日（土）　大村市産業支援センター開設記念セミナー参加報告
（宮田委員長、宇土委員長、馬場支部長、田口事務局員）
（宇土委員長）
大村支部が中心となって動き、実現した大村市産業支援センターですが、
どういったことを行うのか説明がありました。地元の企業と市とセンター
がいかに関わっていくのかということや、大村市だけでなく近隣の地域か
らも受け入れるとのことが話されました。７月３日より相談業務がスター
トしており、今後に期待ができる開設記念のセミナーでした

６）６月６・７日（火・水）中同協憲章・条例推進月間キックオフ会議、九州・
　沖縄ブロック代表者会議、中同協財務委員会および中同協第５回幹事会参
　加報告（松尾代表、金井副代表、峰事務局次長）
（金井副代表理事）
初めてキックオフ会議に参加し、全国で同友会の認知度が上がっているこ
とを感じました。幹事会では、私自身の悩みを聞いてもらうことができ、
非常に身になる幹事会でした

（松尾代表理事 )
幹事会の参加者が年々増えています。私一人の参加ですと、長崎の皆さん
に幹事会の良さが伝わらないので皆さんぜひ参加してください。たくさん
の会員が参加している県は元気な県が多いです

（峰事務局次長）
キックオフ会議では中小企業庁より、人手不足対応ガイドラインと事例集
の報告がありました。e.doyu掲示板に記載していますので、ぜひご一読く
ださい

７）６月１５・１６日（木・金）第２０回女性経営者全国交流会参加報告（吉澤
　支部長、中村支部長、田口事務局員）
（吉澤支部長）
女性ならではの目線を学ぶために毎回参加しています。経営指針に則って
の経営、経営指針を落とし込むことの大切を学びました。今回のＴＴＰは
毎月のスローガンを徹底して行うことです

（中村支部長）
分科会報告から市長と企業の距離が非常に近い事例を学びました。また、
女全交に参加するたびに、男性の参加者が増えていることを感じます。女

性が元気なところは同友会活動も活発です。
※２０１８年１月に神奈川同友会の支部例会での中村支部長への報告の依
頼があったことを峰事務局次長より補足

８）６月２７日（火）中小企業のための反社会的勢力排除研修開催報告（山口善
　委員長および参加者）
（山口善委員長）
大村支部の鮎川さんと佐藤さんに講師を務めていただき、映像を使いなが
ら分かりやすく説明していただきました。トラブルが起こった時のため、
起こらないようにするための準備をしておくことの大切さを具体的な事例
とともに教えていただきました。各支部依頼があれば、同様の研修を行っ
ていただけるということですので、ぜひお声かけを

９）６月２８日（水）「Ｕ・Ｉターン人材採用で飛躍的な企業成長を」セミナー
　参加報告
（峰事務局次長）
３Ｗｉｎとは「長崎県プロフェッショナル人材戦略拠点：プロナ」…内閣
府の事業、「産業雇用安定センター」…厚労省の外郭団体、「ながさき移住
サポートセンター」…長崎県と２１市町で運営の３機関が共同で行う「Ｕ・
Ｉターンや中途採用メイン」のプロジェクトです。詳細は e.doyu掲示板を
ご確認ください

１０）６月２８日（水）「第１４回みらい創造セッション」参加報告（松尾代表、
　原田支部長、橋本青経会長、峰事務局次長）
（松尾代表理事）
こういった場で中小企業の良さを伝えて行かなければと思いました

（峰事務局次長）
８月８日のセッションでは今回の内容をさらに深堀りします。e.doyuにて
案内をしますので、ぜひご参加ください

１１）同友会ポスター配布状況報告（６月２日：十八銀行へ松尾代表、峰事務
　局次長で訪問、納品済み）

１２）３ヵ月会費滞納者について－なし

１３）その他
・佐世保支部　原田会員　理事長就任の祝電を報告
・ダイバーシティ委員会第７回例会開催報告

（菅原委員長）
認知症への理解を深めるための例会でした。多くの方に認知症を理解して
いただけましたが、経営者として具体的な話を聞きたかったという意見も
あり、シミュレーション不足を感じました。８月２９日は第８回例会をサ
ンプリエールで行いますので、しっかりとシミュレーションをし準備を進
めていきます

会員消息・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●企業住所等変更

会　員　数（７月１日現在）
浦上 出島 大村 諫早 島原 佐世保 北松浦 五島 合計

目 標 135 115 100 90 75 150 55 35 755

期 首 110 87 79 72 61 124 44 25 602

現 在 110 88 77 72 62 126 42 26 603

退 会 者（敬称略）

会 員 名 会　社　名 支部名 入会年月
入 江　 文 敏 インハウス（株） 長 崎 浦 上 2013年12月
加 悦　 良 康 （株）小島工作所 長 崎 出 島 2016年7月交代

　このたび、一身上の都合により退局させていた
だくことになりました。わずかな期間ではござい
ましたが、皆様との出会いと事務局での経験は、
私の人生でたいへん貴重な財産になりました。心
より感謝いたしております。
　今後とも皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上
げますと共に、厚くお礼申し上げます。
　大変お世話になりました。

宮﨑　勝子

「退局のごあいさつ」

金田　昭子　会員（長崎浦上支部）

〒 810-0074  福岡市中央区大手門 2 丁目 4-8 ポルトデュボヌール702新住所：

０９０−５９３０−５５２７新TEL番号： ０９２−７２５−５２０５新FAX番号：

末永　真理　会員（島原支部）

〒 855-0801 島原市高島1丁目 442 酒楽喰ビル１F新住所：

立木　良宗　会員（北松浦支部）

〒 859-4821
平戸市田平町大久保免 45

新住所：

原田　良太　会員（佐世保支部）

理事長新役職：


